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(57)【要約】
　システムは、１つ以上の歯を受け入れるための複数の
キャビティを有するポリマーシェルを有する歯科用装具
と、歯科用装具のポリマーシェルのキャビティ内の生体
適合性美容用水性液体と、を含む。水性液体は、水相溶
性ポリマー、多糖類、シリカ化合物、並びにこれらの混
合物及び組み合わせから選択される粘度調整剤と、歯再
石灰化剤と、水と、を含む。水性液体は、歯ホワイトニ
ング剤及びフッ化物を実質的に含まず、室温で１．３を
超える屈折率を有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　システムであって、
　１つ以上の歯を受け入れるための複数のキャビティを有するポリマーシェルを含む歯科
用装具と、
　前記歯科用装具の前記ポリマーシェルの前記キャビティ内の生体適合性美容用水性液体
であって、
　　粘度調整剤と、
　　歯再石灰化剤と、
　　水と、を含む、生体適合性美容用水性液体と、を備えており、
　前記水性液体が、歯ホワイトニング剤及びフッ化物を実質的に含まず、前記水性液体が
、室温で１．３を超える屈折率を有する、システム。
【請求項２】
　前記水性液体の屈折率が、１．３３を超える、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記水性液体が、約６．０～約８．０のｐＨを有する、請求項１又は２に記載のシステ
ム。
【請求項４】
　前記粘度調整剤が、多糖類、水相溶性ポリマー、シリカ化合物、並びにこれらの混合物
及び組み合わせから選択される、請求項１～３のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項５】
　前記粘度調整剤が、エチルセルロース、メチルセルロース、カルボキシメチルセルロー
ス、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、キサンタンガム、ア
ガロース、カラギーナン、並びにこれらの混合物及び組み合わせから選択される多糖類で
ある、請求項１～３のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項６】
　前記粘度調整剤が、水相溶性ポリマーを含み、前記水相溶性ポリマーが、ポリアクリル
酸及びその塩、ポリエチレングリコール、エチレンオキシド／プロピレンオキシドコポリ
マー、並びにこれらの混合物及び組み合わせから選択される水溶性ポリマーである、請求
項１～３のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項７】
　前記粘度調整剤が、シリカ化合物を含み、前記組成物が、３重量％以下のシリカ含有粘
度調整剤を含む、請求項１～３のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項８】
　前記水性液体が、リン酸塩、炭酸塩、クエン酸塩、並びにこれらの混合物及び組み合わ
せから選択される緩衝剤を更に含む、請求項１～７のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項９】
　前記歯再石灰化剤が、カルシウム化合物を含み、前記化合物が、任意にリン酸カルシウ
ムを含む、請求項１～８のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記水性液体が、式Ｉ：
　ＨＯＣＨ２－（ＣＨＯＨ）ｎ－ＣＨ２ＮＲ１Ｒ２　（Ｉ）
　［式中、Ｒ１及びＲ２は、独立して、水素原子、アルキル基、Ｃ（Ｏ）Ｒ３、及びＳＯ

２Ｒ４からなる群から選択され、Ｒ３及びＲ４は、独立して、アルキル基、アリール基、
及びアラルキル基からなる群から選択され、
　ｎは約２～約５の整数である］の界面活性剤を含む、請求項１～９のいずれか一項に記
載のシステム。
【請求項１１】
　前記式Ｉの界面活性剤が、前記組成物の総重量に基づいて、４重量％以下で前記水性液
体中に存在する、請求項１０に記載のシステム。
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【請求項１２】
　前記水性液体が、前記水性液体と接触する領域におけるバイオフィルムの形成又は維持
を防止すること、阻害すること、破壊すること、又はこれらの任意の組み合わせを行う、
請求項１～１１のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１３】
　システムであって、
　１つ以上の歯を受け入れるための複数のキャビティを有するポリマーシェルを含む歯科
用装具であって、前記ポリマーシェルが、ポリウレタン、ポリエステル、ポリエチレンテ
レフタレート、ポリエチレンテレフタレートグリコール、ポリシクロヘキシレンジメチレ
ンテレフタレートグリコール、ポリ（メタ）アクリレート、並びにこれらの混合物及び組
み合わせから選択されるポリマー材料である、歯科用装具と、
　前記歯科用装具の前記ポリマーシェルの前記キャビティの少なくとも一部にある生体適
合性美容用水性液体であって、
　　約０．１重量部～約６０重量部の、多糖類、水相溶性ポリマー、シリカ化合物、並び
にこれらの混合物及び組み合わせから選択される粘度調整剤と、
　　約４０重量部～約９５重量部の、リン酸塩化合物を含む緩衝剤と、
　　最大約１重量部の、カルシウム化合物を含む歯再石灰化剤と、
　　水と、を含む、生体適合性美容用水性液体と、を備えており、
　前記水性液体が、歯ホワイトニング剤及びフッ化物を実質的に含まず、前記水性液体の
屈折率が、１．３を超える、システム。
【請求項１４】
　前記水性液体の屈折率が、１．３３を超える、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記水相溶性ポリマーが、ポリアクリル酸、ポリエチレングリコール、エチレンオキシ
ド／プロピレンオキシドコポリマー、及びこれらの組み合わせから選択される水溶性ポリ
マーであり、前記水溶性ポリマーが、約０．５重量部～約６０重量部で前記水性液体中に
存在する、請求項１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記シリカ化合物が、３重量％以下の、ヒュームドシリカを含む粘度調整剤を含む、請
求項１３に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記水性液体が、約７．１～約７．３５のｐＨを有し、２０℃において、剪断速度１／
秒での約０．００１Ｐａ＊ｓ～剪断速度１／秒での約１０Ｐａ＊ｓの粘度を有する、請求
項１３～１６のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記水性液体が、約０．１重量部～約１０重量部の、ポリオール糖アルコールを含む香
味剤を更に含む、請求項１３～１７のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記ポリマーシェル及び前記水性液体が、約４００～７５０ｎｍの波長を有する入射光
の少なくとも６０％を透過する、請求項１３～１８のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項２０】
　キットであって、
　１つ以上の歯を受け入れるための複数のキャビティを有するポリマーシェルを含む歯科
用装具と、
　生体適合性美容用水性液体であって、
　　粘度調整剤と、
　　歯再石灰化剤と、
　　水と、を含む、生体適合性美容用水性液体と、を備えており、
　前記水性液体が、歯ホワイトニング剤及びフッ化物を実質的に含まず、前記水性液体の
屈折率が、１．３を超える、キット。
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【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　歯科矯正治療は、改善された美容用外観及び歯科機能のために、位置ずれしている歯を
整復し、咬合配置を改善する。歯は、制御された力を長期間にわたって歯に加えることに
よって整復される。
【０００２】
　歯は、概ね歯科矯正アライナー又は歯科矯正アライナートレイと呼ばれるポリマー製の
漸進的位置調整装具を、歯科矯正治療の各治療段階で、患者の歯を覆って配置することに
よっても整復され得る。歯科矯正用アライメントトレイは、１本以上の歯を受け入れるた
めの複数のキャビティを有するポリマーシェルを含む。ポリマーシェル内の個々のキャビ
ティは、１本以上の歯に力を加えて、選択された歯又は歯のグループを上顎又は下顎内に
弾性的かつ漸進的に整復するように形成される。一連の歯科矯正アライナートレイは、歯
科矯正治療の各段階中に順次かつ交互に患者が装着するために提供され、歯を１つの歯配
列から次に続く歯配列に徐々に整復して、所望の歯のアライメント状態を達成する。所望
のアライメント状態が達成されると、アライナートレイ、又は一連のアライナートレイを
、患者の口腔内で定期的又は連続して使用して、歯のアライメントを維持し得る。
【０００３】
　加えて、歯科矯正リテーナートレイを長期間使用して、初期歯科矯正治療後に歯のアラ
イメントを維持し得る。マウスガード及びナイトガードはまた、運動活動中に歯を一時的
に保護するために、又は歯間接触若しくは擦りによって引き起こされる損傷を防止するた
めに使用されてもよい。
【０００４】
　歯科矯正治療又はリテーナー又は保護マウスガードの使用は、長期間、数週間、数ヶ月
、又は更には長年にわたって、１日最大２２時間患者の口腔内に歯科矯正装具が残留する
ことを必要とし得る。
【０００５】
　唾液は、齲蝕に対する口の主要な防御物質である。健康な唾液流は、細菌が歯及び組織
表面に付着して保護されたバイオフィルムを形成することができるようになる前に、細菌
を口腔から物理的に除去することによって、虫歯を予防するのに役立つ。また、唾液流は
、食品及び飲料の摂取によってもたらされる糖及び酸を希釈するのに役立つ。唾液の緩衝
能は、酸を中和し、消化プロセスを補助するものである。
【発明の概要】
【０００６】
　例えば、歯科矯正アライナートレイ、リテーナートレイ、マウスガード、ナイトガード
などのような歯科用装具を患者の歯の上に配置することにより、歯の周囲の唾液の自然な
流れを妨げる可能性があり、場合によっては、特に患者がトレイの洗浄及び歯のブラッシ
ングのための推奨されるレジメンに一貫して従うことができない場合に、歯の虫歯のリス
クを増加させる可能性がある。
【０００７】
　加えて、歯科矯正装具の作用の性質は、ポリマーシェル内の個々のキャビティが、患者
の選択された歯の周囲に不完全に適合するよう意図的に設計されることを要求し、この不
適合により、歯科矯正アライナートレイを撓ませ、再編成の対象とされるこれらの選択さ
れた歯に矯正力を及ぼす。この不適合により、歯科矯正装具と患者の歯の一部との間にエ
アギャップが生じる。歯科矯正装具が透明なポリマー材料から作製される場合であっても
、空気、患者によって消費された液体、唾液、及び液体中に混入した気泡の、エアギャッ
プ内に存在する全ては、アライナートレイを患者の口腔内でより容易に視認できるように
する可能性があり、これは、理想的でない審美的外観を作り出す。治療中の歯の上におい
て実質的に視認できない歯科矯正装具は、患者にとって最も望ましい。
【０００８】
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　概して、本開示は、歯保持キャビティを有するポリマーシェルを含む、歯科矯正アライ
ナートレイ、歯科矯正リテーナートレイ、マウスガード、ナイトガードなどの歯科用装具
を含むシステムに関する。歯保持キャビティの少なくとも一部は、生体適合性の美容用治
療用水性液体を含む。いくつかの実施形態では、水性液体は、例えば、歯再石灰化剤、緩
衝剤、並びにこれらの混合物及び組み合わせなど、患者の口腔衛生を維持又は改善するよ
うに選択された化学組成を有する。いくつかの実施形態では、歯科矯正アライナートレイ
を患者の口腔内で視認できないようにするために選択された屈折率を備えた化学組成を有
するように、水性液体は、歯科矯正アライナートレイと歯との間のエアギャップを少なく
とも部分的に占有する。いくつかの実施形態では、水性液体は、患者のための歯の再石灰
化、緩衝、及び審美的利益のうちの少なくとも１つを提供することができる。
【０００９】
　一態様では、本開示は、１つ以上の歯を受け入れるための複数のキャビティを有するポ
リマーシェルを有する歯科用装具と、歯科用装具のポリマーシェルのキャビティ内の生体
適合性美容用水性液体と、を含むシステムを目的とする。水性液体は、水相溶性ポリマー
、多糖類、シリカ化合物、並びにこれらの混合物及び組み合わせから選択される粘度調整
剤と、歯再石灰化剤と、水と、を含む。水性液体は、歯ホワイトニング剤及びフッ化物を
実質的に含まず、室温で１．３を超える屈折率を有する。
【００１０】
　別の態様では、本開示は、１つ以上の歯を受け入れるための複数のキャビティを有する
ポリマーシェルを有する歯科用装具であって、ポリマーシェルが、ポリエチレンテレフタ
レート、ポリエチレンテレフタレートグリコール、ポリシクロヘキシレンジメチレンテレ
フタレートグリコール、並びにこれらの混合物及び組み合わせから選択されるポリマー材
料である、歯科用装具と、歯科用装具のポリマーシェルのキャビティの少なくとも一部に
ある生体適合性美容用水性液体と、を含むシステムを目的とする。水性液体は、約０．１
重量部～約６０重量部の、多糖類、水相溶性ポリマー、シリカ化合物、並びにこれらの混
合物及び組み合わせから選択される粘度調整剤と、約４０重量部～約９５重量部のリン酸
塩化合物を含む緩衝剤と、最大約１重量部のカルシウム化合物を含む歯再石灰化剤と、水
と、を含む。水性液体は、歯ホワイトニング剤及びフッ化物を実質的に含まない。
【００１１】
　別の態様では、本開示は、歯が歯科用装具のポリマーシェル内のキャビティに挿入され
て、歯を不正咬合位置から所望の位置に調整する方法を目的とする。本方法は、多糖類、
水相溶性ポリマー、シリカ化合物、並びにこれらの混合物及び組み合わせから選択される
粘度調整剤と、歯再石灰化剤と、水と、を含む生体適合性美容用水性液体をキャビティ内
に適用することを含む。水性液体は、歯ホワイトニング剤及びフッ化物を実質的に含まず
、１．３を超える屈折率を有する。
【００１２】
　別の態様では、本開示は、１つ以上の歯を受け入れるための複数のキャビティを有する
ポリマーシェルを有する歯科用装具と、生体適合性美容用水性液体と、を含むキットを目
的とする。水性液体は、多糖類、水相溶性ポリマー、シリカ化合物、並びにこれらの混合
物及び組み合わせから選択される粘度調整剤と、歯再石灰化剤と、水と、を含む。水性液
体は、歯ホワイトニング剤及びフッ化物を実質的に含まず、１．３を超える屈折率を有す
る。
【００１３】
　本発明の１つ以上の実施形態の詳細を、添付図面及び以下の説明に示す。本発明の他の
特徴、目的、及び利点は、明細書及び図面、並びに特許請求の範囲から明らかになろう。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】歯科用装具及び美容用水溶液を含むシステムの概略俯瞰斜視図である。
【００１５】
【図２】歯を覆うように歯科アライメントトレイを患者の口腔内に配置することによって
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、歯科アライメントトレイを使用する方法の概略的俯瞰斜視図である。
【００１６】
【図３】歯科用装具及び美容用水性液体を含むキットの成分の概略図である。
【００１７】
【図４】歯科用装具を保持し、歯科用装具内の歯保持キャビティ内に美容用水性液体を分
注するように構成された再閉鎖可能な保管ユニット及び分注器の概略図である。
【００１８】
　図中の同様の符号は、同様の要素を示している。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　一実施形態では、システム１０は、図１に示されるような歯科用装具１００を含み、こ
の歯科用装具１００は、患者の上顎又は下顎の歯の１つ以上の上に適合するように構成さ
れた歯保持キャビティ１０４を備えた薄いポリマーシェル１０２を含む。図１に示す実施
形態では、歯科用装具１００は、歯科矯正アライナートレイであるが、他の実施形態では
、歯科用装具は、例えば、歯科矯正リテーナートレイ、マウスガード、又はナイトガード
であり得る。図１の実施形態では、歯保持キャビティ１０４は、１つ以上の歯を１つの歯
配列から受け入れて、次に続く歯配列に弾性的に整復するように形成される。他の実施形
態では、歯科リテーナートレイは、以前に再整列された１つ以上の歯を受け入れて、その
位置を維持するように形成された歯保持キャビティ１０４を含んでもよく、マウスガード
又はナイトガードは、スポーツ活動中に歯を保護するように、又は上顎及び下顎の歯が互
いに擦り付けられ、歯表面への早期摩耗を引き起こすことを防止するように形成された歯
保持キャビティ１０４を含む。
【００２０】
　システム１０は、生体適合性美容用水性液体１０８を含有するポリマーシェル１０２の
歯保持キャビティ１０４の少なくとも一部を有する歯科用装具１００を含む。本明細書に
おける「美容用」という用語は、連邦食品・医薬品・化粧品法（Federal Food,Drug and 
Cosmetic Act）第２０１条（ｉ）に記載されているものなどの組成物を指す。本出願にお
いて、美容用という用語は、水性液体が、患者の口腔内の疾患を治癒又は治療するための
薬物としての使用を意図しないが、歯の洗浄、美化、若しくは魅力を促進し、歯の外観を
変化させ、又は歯の上に配置されたときのポリマーシェル１０２の視認性を低下させるた
めに、ポリマーシェル１０２内又は患者の口腔内で使用することを意図する成分を含むこ
とを意味する。様々な実施形態では、生体適合性という用語は、水性液体が患者の口腔内
で使用するのに好適な成分を含み、非毒性で、有害ではなく、又は口腔内の体液又は歯の
露出面と生理学的に反応しないことを意味し、一般的に消費された食品及び飲み物と有害
に反応しないことを意味する。
【００２１】
　開示された水性液体組成物１０８、組成物中の１つ以上の成分、又はその両方を、食用
として特徴付けることができる。食用としての成分又は組成物への言及により、特定の成
分又は組成物が、推奨される使用濃度での毎日の長期摂取に安全であるということを、意
味する。いくつかの実施形態では、米国食品医薬品局（ＦＤＡ）からのＧＲＡＳ（一般に
安全であるとみなされる）リストを利用して、成分が組成物中で利用される濃度で食用で
あるかどうかを判定することができる。
【００２２】
　アライメントシステム１０内の水性液体１０８は、水相溶性ポリマー、多糖類、シリカ
化合物、並びにこれらの混合物及び組み合わせから選択される粘度調整剤と、歯再石灰化
剤と、水と、を含み、生体適合性である。水性液体は、歯ホワイトニング剤及びフッ化物
を少なくとも実質的に含まない。
【００２３】
　本出願では、歯ホワイトニング剤及びフッ化物を実質的に含まないとは、水性液体１０
８が水性液体の総重量に基づいて、約１重量％以下の歯ホワイトニング剤又はフッ化物の
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いずれかを含むことを意味する。好適なフッ化物の非限定的な例としては、フッ化ナトリ
ウム、モノフッ化ナトリウム、フッ化第一スズ、フッ化カルシウムなどの無機フッ化物源
、並びにテトラアルキルアンモニウムテトラフルオロボレート塩及びアミンフッ化水素酸
塩などの有機フッ化物源、並びにこれらの混合物及び組み合わせが挙げられる。再び限定
することを意図しない歯ホワイトニング剤の例としては、過酸化水素、過酸化カルバミド
、過酸化カルシウム、並びにこれらの混合物及び組み合わせが挙げられる。いくつかの実
施形態では、水性液体は、歯ホワイトニング剤及びフッ化物を本質的に含まず、これは水
性液体が約０．１重量％以下の歯ホワイトニング剤又はフッ化物を含むことを意味する。
いくつかの実施形態では、水性液体は、歯ホワイトニング剤及びフッ化物を完全に含まず
、これは水性液体が約０．０１重量％以下の歯ホワイトニング剤又はフッ化物を含むこと
を意味する。
【００２４】
　いくつかの実施形態では、システム１０内の水性液体１０８は、歯科用装具のポリマー
シェルと、患者の歯と水性液体によって占有される歯科用装具との間のエアギャップとの
間の屈折率差を最小化するように選択された屈折率を有する。この屈折率の一致は、患者
の歯の表面におけるグレア及び反射率を低減することによって、システム１０の光学特性
を向上させる。グレアは、本明細書では、４５０～６５０ナノメートルの範囲にわたる平
均反射率として定義され、反射率は、本明細書では、表面に入射する放射束の割合が、そ
の基部が表面であり、入射放射線を含有する同じ半球に戻されるプロセスとして定義され
る（Ｈａｎｄｂｏｏｋ　ｏｆ　Ｏｐｔｉｃｓ，２ｎｄｅｄ．，ＭｃＧｒａｗ－Ｈｉｌｌ，
Ｉｎｃ．，１９９５を参照されたい）。
【００２５】
　いくつかの実施形態では、水性液体１０８の屈折率は、水性液体中に取り込まれた気泡
の外観、及び患者の歯の上に重なる歯科用装具１００の外観の両方を最小化するように選
択される。水性液体１０８の屈折率の選択は、ポリマーシェル１０２のポリマー材料の屈
折率に少なくとも部分的に依存する。限定することを意図しない様々な例示的実施形態で
は、ポリマーシェル１０２は、１．４８～１．６５の範囲の屈折率（ＲＩ）を有するポリ
マー材料である。例えば、ポリメチル（メタ）アクリレート（ＰＭＭＡ）は、１．４８９
のＲＩを有し、ポリカーボネートは、１．５８５のＲＩを有し、ポリエチレンテレフタレ
ート（ＰＥＴ）は、１．６４のＲＩを有する。一例として提供されるいくつかの非限定的
な実施形態では、ポリマーシェルが、患者の歯の上の歯科用装具の外観を最小化するため
に、約１．６のＲＩを有するＰＥＴである場合、視認できる気泡を含まない水性液体の屈
折率は、約２０℃～約２５℃の室温で、約１．３を超えるか、又は約１．３３を超えるか
、又は約１．３４（±０．０１）を超えるべきである。水性液体１０８の屈折率は、例え
ば、Ｂａｕｓｃｈ＆Ｌｏｍｂ，Ｒｏｃｈｅｓｔｅｒ，ＮＹから入手可能なものなどの屈折
計によって測定することができる。審美的外観が特定の懸念事項ではないか、又は他の医
学的考慮事項（例えば、シェルがマウスガードであるか、又は夜間に着用されることを意
図している場合）、水性液体は、１．３を超える屈折率を有する必要はない。
【００２６】
　いくつかの実施形態では、水性液体１０８は、組成物の成分の屈折率を変更するように
選択されたナノ粒子を任意に含み、所望の審美的特性を有する水性液体１０８を提供する
。水溶液１０８中に分散された金属酸化物ナノフィラーなどのナノ粒子のフィラーを利用
することにより、屈折率を増加させることができ、これは、より多くの光学的に透明な若
しくは半透明の材料、又はより密接に屈折率の一致した材料を提供することができる。
【００２７】
　好適なナノ粒子フィラーとしては、シリカ、ジルコニア、チタン、アルミニウム、セリ
ウム、スズ、イットリウム、ストロンチウム、バリウム、ランタン、亜鉛、イッテルビウ
ム、ビスマス、鉄、及びアンチモンの酸化物、並びにこれらの組み合わせが挙げられるが
、これらに限定されない。より典型的なナノフィラーとしては、ジルコニア（ＺｒＯ２）
、チタンの酸化物（例えば、ＴｉＯ２）、及びイッテルビウムの酸化物（例えば、Ｙ２Ｏ
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３）、並びに高屈折率を有する他の金属酸化物を挙げることができる。二酸化チタン及び
ジルコニアは、非常に高い屈折率を有し、屈折率を適切に一致させるために、低屈折率材
料よりも少ない材料を必要とするので、特に有用なナノフィラーである。
【００２８】
　ナノフィラーは、典型的には、最大１００ナノメートル、より典型的には最大５０ナノ
メートルの平均粒子径を有する。このようなナノフィラーは、典型的には、少なくとも２
ナノメートル、より典型的には少なくとも５ナノメートル、及び更により典型的には、少
なくとも１０ナノメートルの平均粒子径を有する。いくつかの実施形態では、ナノフィラ
ーは、ナノクラスターの形態であり、典型的には少なくとも８０重量％のナノクラスター
の形態である。他の実施形態では、ナノフィラーは、ナノ粒子とナノクラスターとの組み
合わせの形態である。多くの場合、ナノフィラーの表面の一部は、シラン処理されるか、
ないしは別の方法で化学処理されて、１つ以上の所望の物理的特性を提供する。他の好適
なナノフィラーは、米国特許第６，３８７，９８１号（Ｚｈａｎｇ　ｅｔ　ａｌ．）及び
米国特許第６，５７２，６９３号（Ｗｕ　ｅｔ　ａｌ．）、並びに国際公開第０１／３０
３０５号（Ｚｈａｎｇ　ｅｔ　ａｌ．）、同第０１／３０３０６号（Ｗｉｎｄｉｓｃｈ　
ｅｔ　ａｌ．）、同第０１／３０３０７号（Ｚｈａｎｇ　ｅｔ　ａｌ．）、及び同第０３
／０６３８０４号（Ｗｕ　ｅｔ　ａｌ．）に開示されている。これらの参考文献に記載さ
れている充填剤成分としては、ナノサイズシリカ粒子、ナノサイズ金属酸化物粒子、及び
これらの組み合わせが挙げられる。
【００２９】
　いくつかの実施形態では、システム１０の水性液体１０８は、実質的に無色であり、４
００～７５０ｎｍの波長を有する可視光に対して透明であり、したがって、視認できる気
泡を含まない場合は、患者の歯に対して実質的に視認できないように見える。いくつかの
実施形態では、システム１０のポリマーシェル１０２及び水性液体１０８は、約４００～
７５０ｎｍの波長を有する入射光の少なくとも６０％、又は少なくとも８０％、又は少な
くとも９０％を透過し、これは、ポリマーシェル１０２が患者の歯の上に配置されたとき
に、システム１０を実質的に視認できないようにすることができる。
【００３０】
　特定の用途に所望の粘度を提供するために、システム１０内の水性液体１０８は、水相
溶性ポリマー、多糖類、シリカ化合物、並びにこれらの混合物及び組み合わせから選択さ
れる粘度調整剤を含む。様々な実施形態では、粘度調整剤は静菌性であってもよく、低臭
を有してもよい。あるいは、静菌剤又は臭気除去剤を水性液体に添加してもよい。
【００３１】
　水性液体１０８中の粘度調整剤として好適な水相溶性ポリマーとしては、水溶性ポリマ
ー、水分散性ポリマー、並びにこれらの混合物及び組み合わせが挙げられる。
【００３２】
　水溶性ポリマーは、水に溶解、分散、又は膨潤し、したがって、水性液体１０８の物理
的特性を改変して、例えば、ゲル化、増粘、又は乳化／安定化などの特性を提供する。好
適な生体適合性水溶性ポリマーとしては、ポリアクリル酸及びその塩、ポリエチレングリ
コール、エチレンオキシド／プロピレンオキシドコポリマー、並びにこれらの混合物及び
組み合わせ、並びに、デキストラン、ヒドロキシプロピルセルロース、及びポリスチレン
スルホン酸及びこれらの塩などのポリマー材料が挙げられるが、これらに限定されない。
【００３３】
　例えば、アニオン性若しくは非イオン性界面活性剤、酸又は塩基などの追加の化合物と
組み合わされると、水相溶性ポリマーは、水に溶解、分散、又は膨潤し、したがって、水
性液体１０８の物理的特性を改変して、例えば、ゲル化、増粘、又は乳化／安定化などの
特性を提供する。好適な水相溶性ポリマーとしては、合成ポリマー、変性天然ポリマー、
及び例えば、キトサン、中和キトサン、変性キトサン、部分的脱アセチルキチンなどの天
然ポリマー、アミン側基を有するアクリレートポリマー、例えば、Ｅｖｏｎｉｋ　Ｎｕｔ
ｒｉｔｉｏｎ＆ＣａｒｅＧｍｂＨから入手可能なＥＵＤＲＡＧＩＴブランドのポリマー、
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特に商品名ＥＵＤＲＡＧＩＴ　Ｅ　ＰＯ　Ｒｅａｄｙ　Ｍｉｘで入手可能なものなどのア
ミン側鎖を有するアクリレートポリマー、並びにこれらの混合物及び組み合わせが挙げら
れるが、これらに限定されない。
【００３４】
　いくつかの実施形態では、水性液体１０８は、１つ以上の界面活性剤を含む。いくつか
の実施形態では、有用な界面活性剤としては、式Ｉ：
　ＨＯＣＨ２－（ＣＨＯＨ）ｎ－ＣＨ２ＮＲ１Ｒ２　（Ｉ）
　［式中、Ｒ１及びＲ２は、独立して、水素原子、アルキル基、Ｃ（Ｏ）Ｒ３、及びＳＯ

２Ｒ４からなる群から選択され、Ｒ３及びＲ４は、独立して、アルキル基、アリール基、
及びアラルキル基からなる群から選択され、ｎは約２～約５の整数である］のものを挙げ
ることができる。
【００３５】
　式Ｉ中、基Ｒ１及びＲ２は、独立して、水素原子、アルキル基、Ｃ（Ｏ）Ｒ３、及びＳ
Ｏ２Ｒ４からなる群から選択される。Ｒ１及びＲ２の各々が水素原子であってもよく、Ｒ
１及びＲ２の各々がアルキル基であってもよく、Ｒ１及びＲ２の各々がＣ（Ｏ）Ｒ３であ
ってもよく、又はＲ１及びＲ２の各々がＳＯ２Ｒ４であってもよい。いくつかの実施形態
では、Ｒ１は水素原子であってもよく、Ｒ２は、アルキル基、Ｃ（Ｏ）Ｒ３、又はＳＯ２

Ｒ４であってもよい。他の実施形態では、Ｒ１はアルキル基であってもよく、Ｒ２は、Ｃ
（Ｏ）Ｒ３、又はＳＯ２Ｒ４であってもよい。更に他の実施形態では、Ｒ１はＣ（Ｏ）Ｒ
３であってもよく、Ｒ２はＳＯ２Ｒ４であってもよい。Ｒ１及びＲ２のいずれか又は両方
がアルキル基である場合、アルキル基は、約１個の炭素原子、約１個超の炭素原子、約２
個超の炭素原子、約４個超の炭素原子、約６個超の炭素原子、約８個超の炭素原子、約１
０個超の炭素原子、約１２個超の炭素原子、約１４個超の炭素原子、約１６個超の炭素原
子、又は約１８個超の炭素原子を含んでもよい。いくつかの実施形態では、アルキル基は
、約３０個未満の炭素原子、約２６個未満の炭素原子、又は約２０個未満の炭素原子を含
む。いくつかの実施形態では、アルキル基は、直鎖アルキル基を含む。他の実施形態では
、アルキル基は、分枝状アルキル基を含む。更に他の実施形態では、アルキル基は、環状
アルキル基を含む。Ｒ１及びＲ２の各々がアルキル基を含む場合、Ｒ１及びＲ２は同じア
ルキル基を含んでもよく、又はＲ１及びＲ２は異なるアルキル基を含んでもよい。アルキ
ル基の非限定的な例としては、メチル、エチル、１－プロピル、イソプロピル、ブチル、
イソブチル、ｓｅｃ－ブチル、ペンチル、イソペンチル、ネオペンチル、ヘキシル、２－
エチルヘキシル、オクチル、デシル、ウンデシル、ドデシル、テトラデシル、ペンタデシ
ル、オクタデシル、シクロヘキシル、４－メチルシクロヘキシル、シクロヘキシルメチル
、シクロペンチル、及びシクロオクチルが挙げられる。
【００３６】
　基Ｒ３及びＲ４は、独立してアルキル基、アリール基、及びアラルキル基からなる群か
ら選択される。Ｒ３及びＲ４のいずれか又は両方がアルキル基である場合、アルキル基は
、約１個の炭素原子、約１個超の炭素原子、約２個超の炭素原子、約４個超の炭素原子、
約６個超の炭素原子、約８個超の炭素原子、約１０個超の炭素原子、約１２個超の炭素原
子、約１４個超の炭素原子、約１６個超の炭素原子、又は約１８個超の炭素原子を含んで
もよい。いくつかの実施形態では、アルキル基は、約３０個未満の炭素原子、約２６個未
満の炭素原子、又は約２０個未満の炭素原子を含む。いくつかの実施形態では、アルキル
基は、直鎖アルキル基を含む。他の実施形態では、アルキル基は、分枝状アルキル基を含
む。更に他の実施形態では、アルキル基は、環状アルキル基を含む。式Ｉの化合物又はそ
の薬学的に許容される塩において、Ｒ３及びＲ４基の両方が存在する場合、並びにＲ３及
びＲ４の各々がアルキル基を含む場合、Ｒ３及びＲ４は同じアルキル基を含んでもよく、
又はＲ３及びＲ４は異なるアルキル基を含んでもよい。アルキル基の非限定的な例として
は、メチル、エチル、１－プロピル、イソプロピル、ブチル、イソブチル、ｓｅｃ－ブチ
ル、ペンチル、イソペンチル、ネオペンチル、ヘキシル、２－エチルヘキシル、オクチル
、デシル、ウンデシル、ドデシル、テトラデシル、ペンタデシル、オクタデシル、シクロ
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ヘキシル、４－メチルシクロヘキシル、シクロヘキシルメチル、シクロペンチル、及びシ
クロオクチルが挙げられる。
【００３７】
　Ｒ３又はＲ４のいずれか又は両方がアリール基である場合、アリール基は、１つのアレ
ーン環又は２つ以上のアレーン環を含んでもよい。アレーン環は、最大６個の炭素原子、
最大８個の炭素原子、最大１０個の炭素原子、最大１２個の炭素原子、最大１４個の炭素
原子、最大１６個の炭素原子、又は最大１８個の炭素原子を含んでもよい。アレーン環は
、ヘテロ原子、例えば、窒素、酸素、又は硫黄を含んでもよい。２つ以上のアレーン環が
存在する場合、アレーン環は互いに縮合されていてもよく、又は化学結合によって結合さ
れていてもよい。式Ｉの化合物又はその薬学的に許容される塩において、Ｒ３及びＲ４基
の両方が存在する場合、並びにＲ３及びＲ４の各々がアリール基を含む場合、Ｒ３及びＲ
４は同じアリール基を含んでもよく、又はＲ３及びＲ４は異なるアリール基を含んでもよ
い。アリール基の非限定的な例としては、置換及び非置換フェニル、１－ナフチル、２－
ナフチル、９－アントラセニルが挙げられる。
【００３８】
　Ｒ３又はＲ４のいずれか又は両方がアラルキル基である場合、アラルキル基は、１つの
アレーン環又は２つ以上のアレーン環を含んでもよい。アラルキル基は、最大６個の炭素
原子、最大８個の炭素原子、最大１０個の炭素原子、最大１２個の炭素原子、最大１４個
の炭素原子、最大１６個の炭素原子、最大１８個の炭素原子、又は最大２０個の炭素原子
を含んでもよい。２つ以上のアレーン環がアラルキル基中に存在する場合、アレーン環は
互いに縮合されていてもよく、又は化学結合によって結合されていてもよい。アレーン環
は、ヘテロ原子、例えば、窒素、酸素、又は硫黄を含んでもよい。式Ｉの化合物又はその
薬学的に許容される塩において、Ｒ３及びＲ４基の両方が存在する場合、並びにＲ３及び
Ｒ４の各々がアラルキル基を含む場合、Ｒ３及びＲ４は同じアラルキル基を含んでもよく
、又はＲ３及びＲ４は異なるアラルキル基を含んでもよい。アラルキル基の非限定的な例
としては、ベンジル、１－フェニルエチル、２－フェニルエチル、３－フェニルプロピル
、２－ナフチルエチル、及び９－アントラセニルメチルが挙げられる。
【００３９】
　式Ｉにおいて、ｎは約２～約５の整数である。いくつかの実施形態において、歯科用組
成物は、式Ｉの化合物又はその薬学的に許容される塩を含み、式中、ｎは、約５、約４、
約３、又は約２の値を有する整数である。いくつかの実施形態では、ｎは、５、４、３、
又は２の値を有する整数である。歯科用組成物は、２つ以上の、式Ｉの化合物又はその薬
学的に許容される塩を含んでもよく、化合物は、異なる整数値のｎを有する式Ｉによって
表される場合があることが理解される。これらの実施形態では、組成物のｎの平均値は、
非整数である場合があることが理解される。
【００４０】
　また、式Ｉの化合物の薬学的に許容される塩を利用してもよく、それにはアンモニウム
塩を挙げることができる。いくつかの実施形態では、本発明の歯科用組成物は、アンモニ
ウム塩を含む。アンモニウム塩は、酸とアミンとの反応生成物として、又は、アミンと、
例えばヨードメタン、ブロモエタン、若しくは臭化ベンジルなどのアルキル化剤との反応
生成物として、表すことができる。アンモニウム塩としては、プロトン化アミン化合物、
例えば、ＮＲ１Ｒ２基［式中、Ｒ１及びＲ２は、独立して、水素原子及びアルキル基から
なる群から選択される］が無機酸又は有機酸でプロトン化された式Ｉの化合物が挙げられ
る。アンモニウム塩としては、アルキル化アミン化合物、例えば、ＮＲ１Ｒ２基［式中、
Ｒ１及びＲ２は、独立して、水素原子及びアルキル基からなる群から選択される］がアル
キル化剤でアルキル化された式Ｉの化合物が挙げられる。
【００４１】
　アンモニウム塩は、無機アニオン、有機アニオン、又はアニオンの組み合わせであって
もよい、少なくとも１つの対イオンを含む。アニオンの組み合わせとしては、２つ以上の
無機アニオンの組み合わせ、２つ以上の有機アニオンの組み合わせ、又は無機イオンと有
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機アニオンとの組み合わせが挙げられる。無機イオンとしては、例えば、ハライド（フル
オリド、クロリド、ブロミド、及びヨーダイド）、ナイトレート、サルフェート、テトラ
フルオロボレート、並びにテトラ（アリール）ボレートが挙げられる。テトラ（アリール
）ボレートとしては、式Ｚ４Ｂ－［式中、Ｚは芳香族基、例えば置換又は非置換フェニル
基である］を有する化合物が挙げられる。テトラ（アリール）ボレートの例としては、テ
トラフェニルボレート、テトラキス（４－メチルフェニル）ボレート、テトラキス（２－
メチルフェニル）ボレート、テトラキス（１，３，５－トリメチルフェニル）ボレート、
テトラキス（４－フルオロフェニル）ボレート、テトラキス（ペンタフルオロフェニル）
ボレート、及びテトラキス（４－トリフルオロメチルフェニル）ボレートが挙げられるが
、これらに限定されない。有機アニオンとしては、例えば、アルカノエート（例えば、ア
セテート、プロピオネート及びブタノエート）、ベンゾエート、フマレート、マレエート
、タートレート、アスコルベート、ベンゼンスルホネート、トルエンスルホネート、及び
クエン酸塩が挙げられる。いくつかの実施形態では、薬学的に許容される塩は、非置換又
は置換トロポロン不含有である。
【００４２】
　特定の実施では、アンモニウム塩は、式Ｉ［式中、Ｒ１及びＲ２は、独立して、水素原
子及びアルキル基からなる群から選択される］の化合物を、無機酸、有機酸、又は無機酸
と有機酸との組み合わせでプロトン化することによって形成することができる。別の実施
形態では、アンモニウム塩は、式Ｉ［式中、Ｒ１及びＲ２は、独立して、水素原子及びア
ルキル基からなる群から選択される］の化合物を、アルキル化剤でアルキル化することに
よって形成することができる。更に別の実施形態では、アンモニウム塩は、予め形成され
たアンモニウム塩とのイオン交換又はメタセシス反応によって形成することができる。
【００４３】
　いくつかの実施形態では、Ｒ１はアルキル基を含み、Ｒ２はＣ（Ｏ）Ｒ３［式中、Ｒ３

はアルキル基を含む］である。特定の実施形態では、Ｒ１は、約１個～約４個の炭素原子
を有するアルキル基を含み、Ｒ３は、約４個～約１６個の炭素原子を有するアルキル基を
含む。いくつかの実施形態では、Ｒ１はメチル基を含み、Ｒ３は、７個、８個、又は９個
の炭素原子を有するアルキル基を含む。いくつかの実施形態では、歯科用組成物は、以下
の式ＩＩの化合物、式ＩＩＩの化合物、又は式ＩＶの化合物を含む。
【化１】

【００４４】
　開示される水性液体組成物１０８は、組成物の総重量に基づいて、５重量％以下の１つ
以上の界面活性剤、組成物の総重量に基づいて、４．５重量％以下の１つ以上の界面活性
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剤、又は組成物の総重量に基づいて、４重量％以下の１つ以上の界面活性剤を含んでもよ
い。いくつかの実施形態では、開示の組成物は、組成物の総重量に基づいて、０．５重量
％以上の１つ以上の界面活性剤、組成物の総重量に基づいて、０．４重量％以上の１つ以
上の界面活性剤、又は組成物の総重量に基づいて、０．３重量％以上の１つ以上の界面活
性剤を含んでもよい。
【００４５】
　水性液体１０８の形成に使用されるポリマーは、従来の重合方法によって上記モノマー
を重合させることにより製造することができる。使用することができる典型的な重合方法
としては、熱及び／又は光化学重合、並びにバルク重合及び溶液重合が挙げられる。
【００４６】
　いくつかの実施形態では、水性液体１０８用の粘度調整剤は、例えば、メチルセルロー
ス、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロキシエチルセ
ルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ジェランガム、アガロース、カラギー
ナン、並びにこれらの混合物及び組み合わせなどの多糖類である。いくつかの実施形態で
は、水性液体１０８は、任意に、一価若しくは二価の塩などのゲル化開始剤又はプロモー
ターを更に含んでもよい。
【００４７】
　いくつかの実施形態では、水性液体１０８用の粘度調整剤は、シリカ化合物である。好
適なシリカ化合物としては、Ｅｖｏｎｉｋ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ，Ｐａｒｓｉｐｐａｎ
ｙ，ＮＪから商品名ＡＥＲＯＳＩＬとして入手可能なもの、及びＣａｂｏｔ　Ｃｏｒｐ，
Ａｌｐｈａｒｅｔｔａ，ＧＡから商品名ＣＡＢ－Ｏ－ＳＩＬで入手可能なものなどのヒュ
ームドシリカ又は沈降シリカが挙げられるが、これらに限定されない。限定することを意
図しないいくつかの実施形態では、水性液体１０８は、約３重量％以下、又は２重量％以
下、又は１重量％以下のシリカ含有粘度調整剤を含む。
【００４８】
　いくつかの実施形態では、粘度調整剤は、水性液体１０８にゲルを形成させるのに十分
な量で存在し、ゲルは、本出願では、ゲルのかなりの部分が患者の歯によって追い出され
るまで歯保持キャビティ１０４内に留まるように、歯科用装具１００に粘着する傾向があ
る可撓性の粘性の液体コロイド状材料を指す。いくつかの実施形態では、ゲルは、口腔内
の体液（又は生理食塩水などの体液と同様の流体中）との接触時に膨潤するが、水に溶解
しない。ゲルは、実質的に連続的であり、すなわち、気泡又は空隙構造を欠いている（捕
捉された気泡又は破砕などの微量の欠陥が存在してもよいが）、したがって一般に固体又
は半固体形態である。ゲルという用語は、水和の状態にかかわらず使用される。
【００４９】
　いくつかの実施形態では、ゲルは、歯科用装具１００が患者の口腔内に挿入され、歯保
持キャビティ１０４が患者の歯の上に重なるように配置されるとき、ゲルは、ポリマーシ
ェル１０２の歯保持キャビティ１０４からの水性液体の急速な流出を防止するように選択
された粘度を有する。例えば、ゲル状特性を有する好適な排水抵抗性水性液体は、室温で
、１／秒の剪断速度での約０．００１Ｐａ＊ｓ～１／秒の剪断速度での約１０Ｐａ＊ｓの
粘度を有することが見出された。他の実施形態では、ゲルは、患者の口腔内への歯科用装
具１００の挿入を容易にするように、又は患者の歯の上の歯科用装具１００の位置決めを
容易にするように選択された粘度を有する。例えば、歯科用装具の挿入を容易にするのに
好適な水性液体は、室温で、１／秒の剪断速度での約０．００１Ｐａ＊ｓ～１／秒の剪断
速度での約１０Ｐａ＊ｓの粘度を有するゲルである。
【００５０】
　様々な実施形態では、水性液体１０８中の粘度調整剤は、約０．１重量部～約６０重量
部で存在する。
【００５１】
　様々な実施形態では、システム１０内の水性液体１０８は、歯再石灰化剤を、単独で、
又は摂取若しくは口腔の健康に有用若しくは有益な場合がある１つ以上のミネラルと組み



(13) JP 2022-502376 A 2022.1.11

10

20

30

40

50

合わせて、更に含む。
【００５２】
　開示される水性液体１０８の組成物中に含まれてもよい例示的な任意のミネラルとして
は、カルシウム（Ｃａ）、リン（Ｐ）、マグネシウム（Ｍｇ）、鉄（Ｆｅ）、ストロンチ
ウム（Ｓｒ）、亜鉛（Ｚｎ）、カリウム（Ｋ）、又はこれらの組み合わせを挙げることが
できる。限定することを意図しないいくつかの実施形態では、いくつかのミネラルは、塩
化マグネシウム（ＭｇＣｌ２）、塩化カルシウム（ＣａＣｌ２）、塩化ストロンチウム、
塩化亜鉛、グルコン酸亜鉛、硝酸カリウム、二塩基性リン酸カリウム（ＫＨ２ＰＯ４）、
又はこれらの組み合わせを含むことによって得ることができる。
【００５３】
　いくつかの実施形態では、カルシウム塩及びリン酸塩は、歯のエナメル質を再石灰化す
る継続的な機会をもたらし、齲蝕プロセスを逆行又は減少させることができる。
【００５４】
　例えば、いくつかの実施形態では、好適な歯再石灰化剤としては、Ｃａ２＋イオンを含
むカルシウム化合物が挙げられるが、これらに限定されない。好適なカルシウム化合物と
しては、塩化カルシウム、炭酸カルシウム、カゼイン酸カルシウム、塩化カルシウム、ク
エン酸カルシウム、グルビオン酸カルシウム、グルセプチン酸カルシウム、グリセロリン
酸カルシウム、グルコン酸カルシウム、水酸化カルシウム、カルシウムヒドロキシアパタ
イト、乳酸カルシウム、シュウ酸カルシウム、酸化カルシウム、パントテン酸カルシウム
、リン酸カルシウム、カルシウムポリカルボフィル、プロピオン酸カルシウム、ピロリン
酸カルシウム、硫酸カルシウム、並びにこれらの混合物及び組み合わせが挙げられるが、
これらに限定されない。これらの化合物により、患者の歯の表面におけるカルシウムヒド
ロキシアパタイトの脱灰は最小限に留まることが見出された。
【００５５】
　いくつかの実施形態では、歯再石灰化化合物としては、リン酸塩化合物が挙げられる。
好適なリン酸塩化合物としては、リン酸アルミニウム、骨質リン酸塩、リン酸カルシウム
、オルトリン酸カルシウム、二塩基性無水リン酸カルシウム、リン酸カルシウム－骨灰、
二塩基性リン酸カルシウム二水和物、二塩基性無水リン酸カルシウム、二塩基性リン酸カ
ルシウム二水和物、三塩基性リン酸カルシウム、二塩基性リン酸カルシウム二水和物、リ
ン酸二カルシウム、中性リン酸カルシウム、オルトリン酸カルシウム、リン酸三カルシウ
ム、沈降リン酸カルシウム、三級リン酸カルシウム、ウイトロカイト、リン酸マグネシウ
ム、リン酸カリウム、二塩基性リン酸二カリウム、オルトリン酸水素二カリウム、一リン
酸二カリウム、リン酸二カリウム、一塩基性リン酸カリウム、リン酸カリウム、重リン酸
カリウム、オルトリン酸二水素カリウム、リン酸水素カリウム、リン酸ナトリウム、無水
リン酸ナトリウム、二塩基性リン酸ナトリウム、オルトリン酸水素二ナトリウム、オルト
リン酸水素二ナトリウム十二水和物、リン酸水素二ナトリウム、リン酸二ナトリウム、並
びにこれらの混合物及び組み合わせが挙げられるが、これらに限定されない。
【００５６】
　いくつかの実施形態では、カルシウム化合物、リン酸塩化合物、又はその両方は、水性
液体１０８がＣａ２＋イオン及びＰＯ４

３－イオンのうちの少なくとも一方で飽和するの
に十分な量で、水性液体１０８中に存在する。いくつかの実施形態では、水性液体１０８
をカルシウムイオン又はリン酸イオンのうちの少なくとも一方で飽和することにより、患
者の歯の表面上の脱灰を実質的に低減若しくは防止することができ、又は再石灰化を強化
することができ、又は両方のことができる。
【００５７】
　様々な実施形態では、水性液体１０８中の歯再石灰化剤は、最大約１重量部、又は最大
約２重量部、又は最大約５重量部で存在する。
【００５８】
　いくつかの実施形態では、開示される水性液体１０８の組成物は、組成物を微生物学的
に安定にするために、組成物又はそのいくつかの組み合わせの微生物学的安定性を高める
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ために、これらの何らかの組み合わせのために、１つ以上の防腐剤を含んでもよい。いく
つかの実施形態では、有用な防腐剤としては、中性のｐＨで作用するもの、味覚に悪影響
を与えないもの、食用のもの、広範囲の病原体に対し効果があるもの、又はこれらの組み
合わせが挙げられる。具体的な例示的な有用な防腐剤としては、例えば、Ｌｏｎｚａ（Ｂ
ａｓｅｌ，Ｓｗｉｔｚｅｒｌａｎｄ）から市販されている商品名ＧＥＯＧＡＲＤで入手可
能な防腐剤、並びにサリチル酸、ベンジルアルコール、安息香酸ナトリウム、ソルビン酸
カリウム、パラベン、天然防腐剤、ポリグリセリルエステル、モノラウリン、１，２オク
タンジオール、カプリル酸／カプリン酸トリグリセリド、デヒドロ酢酸（ＤＨＡ）、アロ
エベラ、ソルビン酸カリウム、塩化セチルピリジニウム（ＣＰＣ）、ポリヘキサメチレン
ビグアニド（ＰＨＭＢ）、グルコン酸クロルヘキシジン（ＣＨＧ）、ビタミンＥ、クエン
酸トリエチル、エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）が挙げることができる。
【００５９】
　開示される水性液体１０８の組成物は、様々な特性を有することができる。いくつかの
実施形態では、開示の組成物について、そのｐＨ、その粘度、その安定性、様々な他の特
性、又はこれらの組み合わせによって記載してもよい。
【００６０】
　様々な実施形態では、システム１０内の水性液体１０８は、患者の口腔内での使用に好
適なｐＨを有し、患者の口腔内に存在する食品及び細菌からの口腔酸の中和を補助するよ
うに選択されてもよい。様々な実施形態では、例えば、水性液体は、約４．５～約９．５
、又は約６．０～約８．０（±０．１）、又は約７．１～約７．３５、又は約７．１のｐ
Ｈを有するように緩衝される。組成物は、このようなｐＨを作為なく有することができ、
又は、有用な、例えば「中性」の範囲のｐＨを有するように緩衝されてもよい。
【００６１】
　いくつかの実施形態では、開示の組成物は、所望の安定性特性を有することができる。
組成物の安定性としては、微生物学的安定性、物理的安定性、又はこれらの組み合わせを
挙げることができる。いくつかの実施形態では、開示の組成物は、少なくとも６ヶ月、い
くつかの実施形態では１年、いくつかの実施形態では２年を超えて、微生物学的に安定で
ある。
【００６２】
　いくつかの実施形態では、水性液体は、所望のｐＨ範囲を維持するための緩衝剤を含む
。好適な緩衝剤としては、リン酸塩、炭酸塩、クエン酸塩、並びにこれらの混合物及び組
み合わせが挙げられるが、これらに限定されない。一実施形態では、好適なリン酸塩化合
物は、Ｎａ２ＨＰＯ４である。別の実施形態では、水溶性ポリマーを単独で、又は上記緩
衝剤と組み合わせて選択して、粘度変化及び緩衝の両方を提供して、選択された範囲内の
水性液体のｐＨを維持することができる。
【００６３】
　様々な実施形態では、水性液体１０８は、約４０重量部～約９５重量部の緩衝剤、又は
最大約９８重量部の緩衝剤を含む。
【００６４】
　開示される水性液体１０８の組成物はまた、任意に、例えば、甘味料、保湿剤、ミネラ
ル塩、緩衝成分、風味剤、防腐剤、又はこれらの組み合わせなどの追加の成分を含んでも
よい。また、他の任意による有益な成分、例えば、アロエベラ（多面的効果）、葉酸（Ｂ
１２に関連）、ヒアルロン酸（潤滑化、健康的な皮膚）、セラミド（健康的な皮膚）、ア
ルギニン、ベタイン若しくは酸素化グリセロールトリエステル、ビタミンＥ（酸化防止剤
及び防腐剤）、ビタミンＢ１２（健康的な皮膚など）、ＥＤＴＡ、塩化セチルピリジニウ
ム、クロルヘキシジン、他の殺菌剤、及びこれらの組み合わせなども、適切な濃度で含ま
れてもよい。
【００６５】
　いくつかの実施形態では、システム１０の水性液体１０８は、０．１重量部～約１０重
量部の香味剤を更に含む。好適な香味剤は広く異なり得るが、特に有用な香味剤は、心地
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よい味を有し、歯の表面で酸に代謝されない。好適な香味剤の例としては、キシリトール
、エリスリトール、グリセロール、ソルビトールなどのポリオール糖アルコール、並びに
これらの混合物及び組み合わせが挙げられるが、これらに限定されない。
【００６６】
　いくつかの実施形態では、好適な風味剤としては、ペパーミント、イチゴ、バター、バ
ニラ、ココナッツ、アーモンド、バブルガム、ベリー、フルーツパンチ、バタースコッチ
、キャラメル、又はこれらの組み合わせが挙げられるが、これらに限定されない。いくつ
かの実施形態では、いくつかの風味剤、例えば、ミント、柑橘などもまた、組成物に利用
されるとき、唾液産生を刺激するため、有利な場合がある。また、人工甘味料（例えば、
ステビア、アスパルテーム、スクラロース、ネオテーム、アセスルファムカリウム（Ａｃ
ｅ－Ｋ）、サッカリン、及びアドバンテーム）を、使用することもできる。いくつかの実
施形態では、開示の組成物は、例えば、非齲蝕原性ポリオール、又は糖代替物（例えば、
スクラロース）をはじめとする、１つ以上の甘味料を含んでもよい。いくつかの実施形態
では、開示の組成物は、非齲蝕原性ポリオール甘味料、例えば、キシリトール、ソルビト
ール、マルチトール、エリスリトール、イソマルト、又はこれらの組み合わせを含んでも
よい。任意による甘味料を含む組成物中に、甘味料は、組成物の総重量に基づいて、２．
５重量％以上、又は組成物の総重量に基づいて、１重量％以上の量で存在してもよい。い
くつかの実施形態では、任意の甘味料は、組成物の総重量に基づいて２０重量％以下、又
は組成物の総重量に基づいて１５重量％以下の量で存在してもよい。
【００６７】
　いくつかの実施形態では、システム１０内の水性液体１０８は、任意に、染料又は顔料
を含み、例えば、装飾的となり得るか、又は患者の歯の外観を改善するように選択され得
る、所望の色をもたらすことができる。
【００６８】
　いくつかの実施形態では、開示される水性液体１０８の組成物により、組成物と接触す
る領域におけるバイオフィルムの形成又は維持を防止、阻害、破壊することができる。接
触する領域は、ｉｎ　ｖｉｖｏであってもｉｎ　ｖｉｔｒｏであってもよい。いくつかの
実施形態では、例えば、組成物が、それを噴霧することによって口に対して適用された場
合、組成物が適用されていない口と比較して、組成物により、ユーザーの口におけるバイ
オフィルムの形成又は維持を、防止、抑制、破壊することができる。
【００６９】
　いくつかの実施形態では、バイオフィルムが存在し、組成物が、注ぐこと、噴霧するこ
となどによって容器に適用された場合、組成物が適用されていない容器と比較して、水性
液体１０８により、容器内でのバイオフィルムの形成又は維持を、防止、阻害、破壊する
ことができる。バイオフィルムの形成又は維持の防止、阻害、破壊、又はこれらのいくつ
かの組み合わせについて、マイクロタイタープレート内の特別なペグ上で成長させたｓｔ
ｒｅｐ　ｍｕｔａｎｓバイオフィルムの破壊を測定する、ＭＢＥＣアッセイ（ＡＳＴＭ　
Ｅ２７９９に記載）の修正版を使用して測定することができる。ペグ上で成長するバイオ
フィルムを、試験材料に周期的に浸漬することにより処理し、続いて唾液及び水により洗
浄する。処理後に各ＰＥＧ上に残っているバイオフィルムについて、処理サイクルの終了
時にペグから溶出される蛍光標識細菌の量を測定することによって定量化する。いくつか
の実施形態では、開示の組成物は、組成物が接触する領域において、歯垢の蓄積に影響を
及ぼすことができる。接触する領域は、ｉｎ　ｖｉｖｏであってもｉｎ　ｖｉｔｒｏであ
ってもよい。いくつかの実施形態では、例えば、組成物が、それを口腔内に噴霧すること
によって口に適用された場合、組成物が適用されていない口と比較して、組成物により、
ユーザーの口腔内における少なくとも１つの歯の上での歯垢蓄積を、低減することができ
る。いくつかの実施形態では、歯垢が発達することがあり、組成物が、注ぐこと、噴霧す
ることなどによって容器に適用された場合、組成物が適用されていない容器と比較して、
組成物により、容器内における歯垢蓄積を、低減することができる。歯垢蓄積を低減する
ことについては、例えば、歯垢数量評価、歯垢の染色などをはじめとする、様々なｉｎ　
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ｖｉｖｏでの方法によって測定することができる。
【００７０】
　いくつかの実施形態では、開示される水性液体１０８の組成物は、組成物が接触する領
域において、潤滑性又は潤滑度に影響を及ぼすことができる。潤滑性は、歯科用装具１０
０の患者の口腔内及び歯の上への挿入及び除去を容易にするのに有益であり得るが、一方
、歯を新しい構成に徐々に動かすために歯科用装具によって特定の場所に適用される力に
悪影響を及ぼすことはない。いくつかの実施形態では、組成物は潤滑性を維持又は増加さ
せることができる。いくつかの実施形態では、組成物は、例えば、唾液と同程度以上まで
、潤滑化特性を口にもたらすことができる。潤滑性、又は潤滑化特性をもたらす能力につ
いては、好適な基質に対する摩擦係数によって測定することができる。低い摩擦係数（唾
液に匹敵）が望まれる。
【００７１】
　いくつかの実施形態では、開示される水性液体１０８の組成物は、口腔バイオフィルム
によって生成される潜在的な酸を中和するために、審美的外観、再石灰化、潤滑、虫歯予
防、保湿、ｐＨ緩衝などの多数の所望の効果を組み合わせることができる。摂取可能な生
体適合性美容用水性液体を見出し、所望の効果の全てを得ることは、多大な実験的検討が
必要とされるものであり、重要であり、型どおりの最適化を超えるものが必要とされるも
のであった。更に、いくつかの開示の組成物はまた、所望の物理的安定性（望ましい製品
貯蔵寿命及び商業的有用性）も達成する。驚くべきことにまた、これらの配合のうちのい
くつかは、歯垢の原因となるよく知られたバイオフィルム形成細菌である、Ｓｔｒｅｐｔ
ｏｃｏｃｃｕｓ　ｍｕｔａｎｓを使用するｉｎ　ｖｉｔｒｏでの抗バイオフィルム研究に
よって実証され得るように、抗歯垢特性も有する。
【００７２】
　１つの例示的な実施形態では、水性液体１０８は、約０．１重量部～約６０重量部の、
多糖類、水相溶性ポリマー、シリカ化合物、並びにこれらの混合物及び組み合わせから選
択される粘度調整剤と、約４０重量部～約９５重量部の緩衝剤と、最大約１重量部のカル
シウム化合物を含む歯再石灰化剤と、任意に約０．１重量部～約１０重量部の香味剤と、
水と、を含む。水性液体は、歯ホワイトニング剤及びフッ化物を実質的に含まず、水性液
体の屈折率は、１．３を超えるか、又は１．３３を超えるか、又は１．３４を超える。
【００７３】
　別の実施形態では、水性液体１０８は、０．５重量部～約６０重量部の、ポリアクリル
酸、ポリエチレングリコール、エチレンオキシド／プロピレンオキシドコポリマー、並び
にこれらの組み合わせから選択される水溶性ポリマーと、約４０重量部～約９５重量部の
緩衝剤と、最大約１重量部のカルシウム化合物を含む歯再石灰化剤と、任意に約０．１重
量部～約１０重量部の香味剤と、水と、を含む。水性液体は、歯ホワイトニング剤及びフ
ッ化物を実質的に含まず、水性液体の屈折率は、１．３を超えるか、又は１．３３を超え
るか、又は１．３４を超える。
【００７４】
　歯科矯正装具１００のシェル１０２は、概ね患者の歯に適合する弾性ポリマー材料であ
り、透明、半透明、又は不透明であってもよい。いくつかの実施形態では、シェル１０２
は、例えば、非晶質熱可塑性ポリマー、半結晶性熱可塑性ポリマー、及び透明な熱可塑性
ポリマーのうちの１つ以上を含み得る、透明又は実質的に透明なポリマー材料である。い
くつかの実施形態では、シェル１０２は、ポリウレタン、ポリカーボネート、アクリル、
ポリスルホン、ポリプロピレン、ポリエステル、コポリエステル、ポリプロピレン／エチ
レンコポリマー、環状オレフィンポリマー／コポリマー、ポリ－４－メチル－１－ペンテ
ン又はポリエステル／ポリカーボネートコポリマー、スチレン系高分子材料、ポリアミド
、ポリメチルペンテン、ポリエーテルケトン、及びこれらの組み合わせから選択される材
料を含む。別の実施形態では、シェル１０２は、透明又は実質的に透明な半結晶性熱可塑
性樹脂、結晶性熱可塑性樹脂、及び複合材、例えば、ポリアミド、ポリエチレンテレフタ
レート、ポリブチレンテレフタレート、ポリエステル／ポリカーボネートコポリマー、ポ



(17) JP 2022-502376 A 2022.1.11

10

20

30

40

50

リオレフィン、環状オレフィンポリマー、スチレン系コポリマー、ポリエーテルイミド、
ポリエーテルケトン、ポリエーテルスルホン、ポリトリメチレンテレフタレート、並びに
これらの混合物及び組み合わせから選択されてもよい。いくつかの実施形態では、シェル
１０２は、ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレンテレフタレートグリコール（ＰＥ
Ｔｇ）、ポリシクロヘキシレンジメチレンテレフタレートグリコール、ポリ（メタ）アク
リレート（これは、ポリメタクリレート及びポリアクリレートを含む）、ポリウレタンメ
タクリレート、並びにこれらの混合物及び組み合わせから選択されるポリマー材料である
。シェル１０２の弾性ポリマー材料として好適な市販材料の一例は、限定することを意図
するものではないが、ＰＥＴｇである。好適なＰＥＴｇ樹脂は、例えば、Ｅａｓｔｍａｎ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌ（Ｋｉｎｇｓｐｏｒｔ，ＴＮ）；ＳＫ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ（Ｉｒｖ
ｉｎｅ，ＣＡ）；ＤｏｗＤｕＰｏｎｔ（Ｍｉｄｌａｎｄ，ＭＩ）；Ｐａｃｕｒ（Ｏｓｈｋ
ｏｓｈ，ＷＩ）；及びＳｃｈｅｕ　Ｄｅｎｔａｌ　Ｔｅｃｈ（Ｉｓｅｒｌｏｈｎ，Ｇｅｒ
ｍａｎｙ）などの様々な商業的供給業者から入手することができる。
【００７５】
　いくつかの実施形態では、シェル１０２は、単一のポリマー材料で作製されてもよく、
又は異なるポリマー材料の複数の層を含んでもよい。
【００７６】
　一実施形態では、シェル１０２は、実質的に透明なポリマー材料である。本出願におい
て、実質的に透明という用語は、電磁スペクトルのうち、ヒトの眼が感じる波長領域（約
４００ｎｍ～約７５０ｎｍ）の光を通すが、他の領域の光を通さない材料を指す。いくつ
かの実施形態では、シェル１０２に選択されたポリマー材料の反射縁部は、ヒトの眼の感
度からちょうど外れて、約７５０ｎｍを超える必要がある。
【００７７】
　歯科矯正装具１００は、多種多様な技法を用いて作製され得る。次いで、複数のキャビ
ティ１０４が、ポリマー材料の実質的に平坦なシート内に形成されて歯科矯正装具１００
を形成してもよく、キャビティは、１つ以上の歯を受け入れるように構成されている。キ
ャビティ１０４は、熱成形、レーザー加工、化学的又は物理的エッチング、及びこれらの
組み合わせを含む、任意の好適な技法によって形成され得る。
【００７８】
　別の実施形態では、シェル様歯科矯正装具１００は、ステレオリソグラフィ及びインク
ジェット印刷などの三次元（３Ｄ）印刷プロセス（例えば、積層造形(additive manufact
uring)）を使用して形成されてもよい。三次元印刷プロセスで使用するのに好適な樹脂と
しては、例えば、国際公開第２０１９／０２３００９号（Ｐａｒｋａｒ　ｅｔ　ａｌ．）
、同第２０１９／１０３８５５号（Ｐａｒｋａｒ　ｅｔ　ａｌ．）、同第２０１８／１１
９０２６号（Ｐａｒｋａｒ　ｅｔ　ａｌ．）及び同第２０１８／００５５０１号（Ｆｒａ
ｎｋｅ　ｅｔ　ａｌ．）に記載されているものが挙げられる。
【００７９】
　ここで図２を参照すると、歯科矯正装具１００のシェル１０２は、患者の歯２００に概
ね適合するが、患者の最初の不正咬合配置とのアライメントからわずかに外れる。いくつ
かの実施形態では、シェル１０２は、実質的に同じ形状又は成形型を有する一群又は一連
のシェルのうちの１つであってもよいが、異なる材料から形成されて、患者の歯を動かす
必要に応じて異なる剛性又は弾力性を提供する。このようにして、一実施形態では、患者
又はユーザーは、各治療段階中、患者の好ましい使用時間又は各治療段階に望まれる治療
期間に応じて、歯科矯正装具のうちの１つを交互に使用してもよい。
【００８０】
　シェル１０２を歯２００の上に保持するためのワイヤ又は他の手段が設けられなくても
よいが、いくつかの実施形態では、歯に個別のアンカーをシェル１０２内の対応する受け
部又は開口部と共に設け、シェル１０２がそのようなアンカーが存在しなければ不可能な
維持力又は他の方向の歯科矯正力を適用することができるようにすることが望ましい又は
必要であり得る。
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【００８１】
　シェル１０２は、例えば、日中及び夜間使用、機能中又は非機能中（咀嚼中対非咀嚼中
）、社会的場面（外観がより重要となり得る）及び非社会的場面（審美的外観が重要要因
ではない場合がある）に合わせて、又は、歯の移動を加速したいという患者の要望に基づ
いて（任意に、各治療段階で、剛直性の低い装置ではなく、より剛直な装具をより長時間
使用することによって）、カスタマイズされてもよい。
【００８２】
　例えば、一態様では、患者には、歯の位置を保持するために主に使用され得る透明な歯
科矯正装具と、各治療段階で歯を移動させるために主に使用され得る不透明な歯科矯正装
具と、を提供してもよい。したがって、日中、社会的場面で、さもなければ患者が身体的
外観をより切実に意識する環境で、患者は透明な装具を使用し得る。更に、夕方又は夜間
、非社会的場面で、さもなければ身体的外観があまり重要でない環境で、患者は、異なる
量の力を提供するように構成された、さもなければ、より剛直な構成を有して各治療段階
での歯の移動を加速する、不透明な装具を使用し得る。このアプローチは繰り返されて、
各治療段階中に装具の対の各々が交互に使用されてもよい。
【００８３】
　再び図２を参照すると、歯科矯正装具１００及び水溶液１０８は、歯科アライメントシ
ステムを形成する。例えば、患者には、歯科矯正治療の各治療段階に対して、同じ材料又
は異なる材料からそれぞれ形成された一連の複数の漸増式歯科矯正装具１００を提供して
もよい。歯科矯正装具は、一連の各逐次的部材が、患者の上顎又は下顎２０２内の個々の
歯２００を不正咬合位置から所望の非咬合位置に漸増的に整復するように構成されてもよ
い。いくつかの実施形態では、キャビティ１０４は、選択された歯が整復されるように構
成され、一方でその他の歯は、整復しようとする１本又は複数の歯に対して弾性的な整復
力を加えたときに、整復装具を所定の位置に保持するための基部又はアンカー領域として
表される。
【００８４】
　歯の上に弾性歯科矯正装具１００を配置する前に、水溶液１０８は、ポリマーシェル１
０２内のキャビティ１０４の一部又は全てに適用される。水溶液１０８は、歯列矯正装具
１００が歯の上に配置されると、水溶液がポリマーシェル１０２と歯との間のエアギャッ
プを占有して留まるような十分な量でキャビティ１０４内に適用される。
【００８５】
　上述したように、いくつかの実施形態では、水溶液はゲルであり、ポリマーシェル１０
２が歯の上に配置され、歯がキャビティ１０４内に挿入される際に、ゲルの全て又は実質
的な量がキャビティ１０４内に留まるように選択された粘度を有する。歯がキャビティ１
０４に入ると、ゲルの一部が追い出されるが、ポリマーシェル１０２と歯との間のエアギ
ャップを実質的に充填するために十分なゲルが残る。上記のように、様々な実施形態では
、ゲルは、歯の上にポリマーシェル１０２の挿入及び配置を容易にするために使用され得
る。
【００８６】
　いくつかの実施形態では、水溶液１０８は、折り畳み式管状容器、シリンジ、又はアプ
リケータから分注され、歯の上にポリマーシェル１０２を挿入する前に、キャビティ１０
４に手動で適用されてもよい。別の実施形態では、自動分注器を使用して、制御された量
の水性液体１０８をキャビティ１０４内に分注することができる。
【００８７】
　歯２００の上に弾性歯科用装具１００を配置することにより、制御された力が特定の場
所に加えられ、歯を新たな配置に徐々に移動させる。異なる構成を有する逐次的な歯科用
装具を用いたこのプロセスの繰り返しにより、最終的に患者の歯を、一連の中間配置を経
て最終的な所望の配置に移動させる。
【００８８】
　図３を参照すると、様々な実施形態では、システムは、歯科用装具３０１及び水溶液３
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０８を含むキット３００の形態で供給されてもよい。一実施形態では、水溶液３０８は、
例えば、歯科用装具３０１への適切な適用のための使用説明書３２２と共に、例えば、圧
搾可能なボトル又は折り畳み式チューブなどの容器３２０内に供給されてもよい。別の実
施形態では、水溶液３０８は分注器３３０に供給されてもよく、分注器３３０は、例えば
、歯科用装具３０１の患者の口腔内への各挿入のために所定量の水溶液３０８を分注する
ように構成された注射器、トリガ作動ガン、又はポンプ３３２を含む。別の実施形態では
、分注器３３０は、歯科用装具３０１の各挿入のために所定量の水溶液３０８を自動的に
分注するように構成されてもよい。別の実施形態では、キットは、任意に、例えば、歯科
用装具が患者の口腔内にはない間に歯科用装具３０１を一時的に保管するためのホルダー
又は自動洗浄装置として機能し得る保管ケース３４０、保管ケース又は自動洗浄装置と共
に使用するために水に溶解可能な液体洗浄若しくは消毒溶液又は固形錠剤３５０、自動分
注器又は洗浄装置のための充電器、使用説明書など、追加の品目を含んでもよい。
【００８９】
　図４に示されるように、１つの例示的な実施形態では、再閉鎖可能な保管ユニット及び
分注器４３０は、歯保持キャビティ４０４を含むシェル様歯科用装具４０１を保持するよ
うに形成された、発泡体アプリケータパッド４５０を含む。保管ユニット及び分注器４３
０は、ヒンジ付きカバー４５６内に開口部４５４を更に含む。水性液体（図４に示されて
いない）が、例えば、分注器４３０の底部４６０内のリザーバ４５８内に分注されるか、
又はアプリケータパッド４５０に直接、水性液体がリザーバ４５８内に溜まる。発泡体ア
プリケータパッド４５０は、リザーバ４５８から水性液体を吸収する。カバー４５６が閉
じられ、分注器４３０の底部４６０と係合すると、歯科用装具４０１は、発泡体アプリケ
ータパッド４５０に押し付けられる。発泡体アプリケータパッド４５０は、歯科用装具４
０１のキャビティ４０４内に所定の測定量の水性液体を分注する。
【００９０】
　本開示のシステムは、以下の非限定的な実施例に、更に記載される。
【実施例】
【００９１】
　以下の表１に記載のように４つの溶液を調製した。

【表１】

【００９２】
　ｐＨ試験
　ｐＨ試験を、較正後に標準ｐＨメーターで実施した。ｐＨメーターは、Ｆｉｓｈｅｒ　
Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ製のＡＣＣＵＭＥＴ　ｍｏｄｅｌ　１５　ｐＨ　ｍｅｔｅｒとした
。測定は、ｐＨプローブを溶液中に挿入し、２分間待機し、ｐＨ値を記録することによっ
て実施した。ｐＨ値を、実施例の表中に列挙した。
　溶液調製及び適用
【００９３】
　溶液は、必要な成分を混合して、歯への湿潤などの特定の所望の機能を提供し、口腔バ
イオフィルムによって生成される潜在的な酸を中和するためのｐＨ緩衝を提供し、唾液を
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模倣するためにリン酸カルシウムを提供し、及びいくつかの風味を提供することによって
調製した。風味及び虫歯予防のためにキシリトールを添加した。以下の実施例における溶
液は、透明なトレイアライナーにおいて美容用途のための、水溶性ポリマー、リン酸緩衝
液、キシリトール、リン酸カルシウム、及び水を含有して、湿潤性を提供し、光散乱を低
減することができ、これにより、患者の歯の透明なアライナーポリマーフィルムの視認性
を低減することができる。
　緩衝液の調製
　ｐＨ７．３の緩衝液
【００９４】
　３．８４グラムのクエン酸を、２００ｍＬのＤＩ水に溶解させた。２８．４グラムのＮ
ａ２ＨＰＯ４を、１０００ｍＬのＤＩ水に溶解させた。両方の溶液を作製した後、１３０
ｍＬのクエン酸溶液を、１０００ｍＬのＮａ２ＨＰＯ４溶液に添加した。この最終の組み
合わせた溶液のｐＨは、７．３３であった。
　ｐＨ６．４の緩衝液
【００９５】
　１．９２グラムのクエン酸を１００ｍＬのＤＩ水中に溶解し、この工程を繰り返して、
２００ｍＬのクエン酸溶液を作製した。１４．２グラムのＮａ２ＨＰＯ４を、５００ｍＬ
のＤＩ水に溶解させた。両方の溶液を作製した後、３３５ｍＬのＮａ２ＨＰＯ４溶液を、
１５０ｍＬのクエン酸溶液に添加した。この最終溶液のｐＨは、６．３９であった。
　ＣＡＲＢＯＰＯＬポリマー緩衝剤
【００９６】
　ＤＩ水をガラス瓶に添加し、続いてトリエタノールアミン及びリン酸水素二ナトリウム
を添加し、成分を十分に混合して溶液を形成した。次いで、ＣＡＲＢＯＰＯＬ　９７４Ｐ
ＮＦをガラス瓶に添加し、十分に混合して粘稠な溶液を形成した。ＣＡＲＢＯＰＯＬポリ
マー緩衝剤の詳細な配合を以下の表２に示し、ｐＨを７．０．として測定した。
【表２】

　アライナー水性液体調製
【００９７】
　水性液体の様々な例が以下に記載される。液体を作製するために、以下の表に列挙され
る化学成分をガラス瓶に添加し、十分に混合して溶液を形成した。異なる溶液のｐＨを、
ｐＨメーター及びプローブで測定した。
　水性液体実施例１
【００９８】
　水性液体実施例１の配合を、以下の表３に記載する。
【表３】

【００９９】
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　水性液体実施例１のｐＨは、７．１１であった。
　水性液体実施例２
【０１００】
　水性液体実施例２の配合を、以下の表４に記載する。
【表４】

【０１０１】
　水性液体実施例２のｐＨは、７．１７であった。
　水性液体実施例３
【０１０２】
　水性液体実施例３の配合を、以下の表５に記載する。

【表５】

【０１０３】
　水性液体実施例３のｐＨは、７．３３であった。
　水性液体実施例４
【０１０４】
　水性液体実施例４の配合を、以下の表６に記載する。

【表６】

【０１０５】
　水性液体実施例４のｐＨは、７．２５であった。
【０１０６】
　水性液体を透明な歯科用アライナートレイに挿入し、溶液を用いて、及び溶液を用いず
にタイポドントモデルに設置した。溶液は、咬合側縁部及び咬頭頂部付近の暗い領域の外
観を低減し、これはアライナートレイを目立たなくさせる。
　実施形態
　実施形態Ａ．システムであって、
　１つ以上の歯を受け入れるための複数のキャビティを有するポリマーシェルを含む歯科
用装具と、
　歯科用装具のポリマーシェルのキャビティ内の生体適合性美容用水性液体であって、
　水相溶性ポリマー、多糖類、シリカ化合物、並びにこれらの混合物及び組み合わせから
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選択される粘度調整剤と、
　歯再石灰化剤と、
　水と、を含む、生体適合性美容用水性液体と、を備えており、
　水性液体が、歯ホワイトニング剤及びフッ化物を実質的に含まず、水性液体が、室温で
１．３を超える屈折率を有する、システム。
　実施形態Ｂ．ポリマーシェルが、ポリウレタン、ポリエステル、ポリエチレンテレフタ
レート、ポリエチレンテレフタレートグリコール、ポリシクロヘキシレンジメチレンテレ
フタレートグリコール、ポリ（メタ）アクリレート、並びにこれらの混合物及び組み合わ
せから選択されるポリマー材料である、実施形態Ａに記載のシステム。
　実施形態Ｃ．水性液体の屈折率が、１．３３を超える、実施形態Ａ及びＢに記載のシス
テム。
　実施形態Ｄ．水性液体の屈折率が、１．３４を超える、実施形態Ａ及びＢに記載のシス
テム。
　実施形態Ｅ．水性液体が、約６．０～約８．０のｐＨを有する、実施形態Ａ～Ｄのいず
れかに記載のシステム。
　実施形態Ｆ．水性液体が、約７．１～約７．３５のｐＨを有する、実施形態Ａ～Ｄのい
ずれかに記載のシステム。
　実施形態Ｇ．多糖類が、エチルセルロース、メチルセルロース、カルボキシメチルセル
ロース、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、キサンタンガム
、アガロース、カラギーナン、並びにこれらの混合物及び組み合わせから選択される、実
施形態Ａ～Ｆのいずれかに記載のシステム。
　実施形態Ｈ．多糖類が、ヒドロキシエチルセルロースである、実施形態Ｇに記載のシス
テム。
　実施形態Ｉ．多糖類が、エチルセルロースである、実施形態Ｇに記載のシステム。
　実施形態Ｊ．水相溶性ポリマーが、水溶性ポリマーを含む、実施形態Ａ～Ｉのいずれか
に記載のシステム。
　実施形態Ｋ．水溶性ポリマーが、ポリアクリル酸及びその塩、ポリエチレングリコール
、エチレンオキシド／プロピレンオキシドコポリマー、並びにこれらの混合物及び組み合
わせから選択される、実施形態Ｊに記載のシステム。
　実施形態Ｌ．シリカ化合物が、ヒュームドシリカを含む、実施形態Ａ～Ｋのいずれかに
記載のシステム。
　実施形態Ｍ．組成物が、３重量％以下のシリカ含有粘度調整剤を含む、実施形態Ａ～Ｌ
のいずれかに記載のシステム。
　実施形態Ｎ．水性液体が、リン酸塩、炭酸塩、クエン酸塩、並びにこれらの混合物及び
組み合わせから選択される緩衝剤を更に含む、実施形態Ａ～Ｍのいずれかに記載のシステ
ム。
　実施形態Ｏ．リン酸塩化合物が、Ｎａ２ＨＰＯ４である、実施形態Ｎに記載のシステム
。
　実施形態Ｐ．緩衝剤が、水溶性ポリマーを更に含む、実施形態Ｎ～Ｏのいずれかに記載
のシステム。
　実施形態Ｑ．歯再石灰化剤が、カルシウム化合物を含む、実施形態Ａ～Ｐのいずれかに
記載のシステム。
　実施形態Ｒ．カルシウム化合物が、リン酸カルシウムを含む、実施形態Ｑに記載のシス
テム。
　実施形態Ｓ．水性液体が、香味剤を更に含む、実施形態Ａ～Ｒのいずれかに記載のシス
テム。
　実施形態Ｔ．香味剤が、ポリオール糖アルコールである、実施形態Ｓに記載のシステム
。
　実施形態Ｕ．ポリオール糖アルコールが、キシリトール、エリスリトール、グリセロー
ル、ソルビトール、並びにこれらの混合物及び組み合わせから選択される、実施形態Ｔに
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記載のシステム。
　実施形態Ｖ．ポリオール糖アルコールが、キシリトールを含む、実施形態Ｕに記載のシ
ステム。
　実施形態Ｗ．水性液体が、式Ｉ：
　ＨＯＣＨ２－（ＣＨＯＨ）ｎ－ＣＨ２ＮＲ１Ｒ２　（Ｉ）
　［式中、Ｒ１及びＲ２は、独立して、水素原子、アルキル基、Ｃ（Ｏ）Ｒ３、及びＳＯ

２Ｒ４からなる群から選択され、Ｒ３及びＲ４は、独立して、アルキル基、アリール基、
及びアラルキル基からなる群から選択され、
　ｎは、約２～約５の整数である］の界面活性剤を含む、実施形態Ａ～Ｖのいずれかに記
載のシステム。
　実施形態Ｘ．式Ｉの界面活性剤が、組成物の総重量に基づいて、４重量％以下で水性液
体中に存在する、実施形態Ｗに記載のシステム。
　実施形態Ｙ．水性液体が、甘味料、保湿剤、ミネラル塩、緩衝成分、風味剤、防腐剤、
又はこれらの組み合わせを更に含む、実施形態Ａ～Ｘのいずれかに記載のシステム。
　実施形態Ｚ．水性液体が、アロエベラ、葉酸、ヒアルロン酸、セラミド、アルギニン、
ベタイン若しくは酸素化グリセロールトリエステル、ビタミンＥ、ビタミンＢ１２、ＥＤ
ＴＡ、塩化セチルピリジニウム、クロルヘキシジン、他の殺菌剤、又はこれらの組み合わ
せを更に含む、実施形態Ａ～Ｙのいずれかに記載のシステム。
　実施形態ＡＡ．水性液体が、噴霧可能である、実施形態Ａ～Ｚのいずれか１つに記載の
システム。
　実施形態ＢＢ．水性液体が、水性液体と接触する領域におけるバイオフィルムの形成又
は維持を防止すること、阻害すること、破壊すること、又はこれらの任意の組み合わせを
行う、実施形態Ａ～Ｚのいずれか１つに記載のシステム。
　実施形態ＣＣ．口腔組織におけるバイオフィルムの形成又は維持を、予防する、阻害す
る、破壊する、又はこれらの任意の組み合わせを行う方法であって、方法が、口腔組織を
実施形態Ａ～ＣＣのいずれかに記載の水性液体と接触させること、を含む、方法。
　実施形態ＤＤ．歯科用装具のポリマーシェル内の少なくとも１つのキャビティが、歯を
不正咬合位置から所望の位置に調整するように構成されている、実施形態Ａ～ＢＢのいず
れか１つに記載のシステム。
　実施形態ＥＥ．システムであって、
　１つ以上の歯を受け入れるための複数のキャビティを有するポリマーシェルを含む歯科
用装具であって、ポリマーシェルが、ポリウレタン、ポリエステル、ポリエチレンテレフ
タレート、ポリエチレンテレフタレートグリコール、ポリシクロヘキシレンジメチレンテ
レフタレートグリコール、ポリ（メタ）アクリレート、並びにこれらの混合物及び組み合
わせから選択されるポリマー材料である、歯科用装具と、
　歯科用装具のポリマーシェルのキャビティの少なくとも一部にある生体適合性美容用水
性液体であって、
　約０．１重量部～約６０重量部の、多糖類、水相溶性ポリマー、シリカ化合物、並びに
これらの混合物及び組み合わせから選択される粘度調整剤と、
　約４０重量部～約９５重量部の、リン酸塩化合物を含む緩衝剤と、
　最大約１重量部の、カルシウム化合物を含む歯再石灰化剤と、
　水と、を含む、生体適合性美容用水性液体と、を備えており、
　水性液体が、歯ホワイトニング剤及びフッ化物を実質的に含まず、水性液体の屈折率が
、１．３を超える、システム。
　実施形態ＦＦ．水性液体の屈折率が、１．３３を超える、実施形態ＥＥに記載のシステ
ム。
　実施形態ＧＧ．水性液体の屈折率が、１．３４を超える、実施形態ＥＥに記載のシステ
ム。
　実施形態ＨＨ．水相溶性ポリマーが、ポリアクリル酸、ポリエチレングリコール、エチ
レンオキシド／プロピレンオキシドコポリマー、及びこれらの組み合わせから選択される
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水溶性ポリマーであり、水溶性ポリマーが、約０．５重量部～約６０重量部で水性液体中
に存在する、実施形態ＥＥ～ＧＧのいずれかに記載のシステム。
　実施形態ＩＩ．シリカ化合物が、３重量％以下の、ヒュームドシリカを含む粘度調整剤
を含む、実施形態ＥＥ～ＨＨのいずれかに記載のシステム。
　実施形態ＪＪ．水性液体が、約６．０～約８．０のｐＨを有する、実施形態ＥＥ～ＩＩ
のいずれかに記載のシステム。
　実施形態ＫＫ．水性液体が、約７．１～約７．３５のｐＨを有する、実施形態ＥＥ～Ｉ
Ｉのいずれかに記載のシステム。
　実施形態ＬＬ．水性液体が、２０℃において、剪断速度１／秒での約０．００１Ｐａ＊

ｓ～剪断速度１／秒での約１０Ｐａ＊ｓの粘度を有する、実施形態ＥＥ～ＫＫのいずれか
に記載のシステム。
　実施形態ＭＭ．水性液体が、約０．１重量部～約１０重量部の、ポリオール糖アルコー
ルを含む香味剤を更に含む、実施形態ＥＥ～ＬＬのいずれかに記載のシステム。
　実施形態ＮＮ．ポリオール糖アルコールが、キシリトールを含む、実施形態ＭＭに記載
のシステム。
　実施形態ＯＯ．カルシウム化合物が、リン酸カルシウムを含む、実施形態ＥＥ～ＮＮの
いずれかに記載のシステム。
　実施形態ＰＰ．ポリマーシェル及び水性液体が、約４００～７５０ｎｍの波長を有する
入射光の少なくとも６０％を透過する、実施形態ＥＥ～ＯＯのいずれかに記載のシステム
。
　実施形態ＱＱ．水性液体が、４００～７５０ｎｍの波長を有する可視光に対して実質的
に透明である、実施形態ＥＥ～ＰＰのいずれかに記載のシステム。
　実施形態ＲＲ．水性液体が、組成物の総重量に基づいて、４重量％以下の式Ｉ：
　ＨＯＣＨ２－（ＣＨＯＨ）ｎ－ＣＨ２ＮＲ１Ｒ２　（Ｉ）
　［式中、Ｒ１及びＲ２は、独立して、水素原子、アルキル基、Ｃ（Ｏ）Ｒ３、及びＳＯ

２Ｒ４からなる群から選択され、Ｒ３及びＲ４は、独立して、アルキル基、アリール基、
及びアラルキル基からなる群から選択され、
　ｎは、約２～約５の整数である］の界面活性剤を含む、実施形態ＥＥ～ＱＱのいずれか
に記載のシステム。
　実施形態ＳＳ．水性液体が、噴霧可能である、実施形態ＥＥ～ＲＲのいずれか１つに記
載のシステム。
　実施形態ＴＴ．水性液体が、水性液体と接触する領域におけるバイオフィルムの形成又
は維持を防止すること、阻害すること、破壊すること、又はこれらの任意の組み合わせを
行う、実施形態ＥＥ～ＳＳのいずれか１つに記載のシステム。
　実施形態ＵＵ．口腔組織におけるバイオフィルムの形成又は維持を、予防する、阻害す
る、破壊する、又はこれらの任意の組み合わせを行う方法であって、方法が、口腔組織を
実施形態ＥＥ～ＴＴのいずれかに記載の水性液体と接触させること、を含む、方法。
　実施形態ＶＶ．歯科用装具のポリマーシェル内の少なくとも１つのキャビティが、歯を
不正咬合位置から所望の位置に調整するように構成されている、実施形態ＥＥ～ＵＵのい
ずれか１つに記載のシステム。
　実施形態ＷＷ．歯が歯科用装具のポリマーシェル内のキャビティに挿入されて、歯を不
正咬合位置から所望の位置に調整する方法であって、方法が、キャビティ内に、多糖類、
水相溶性ポリマー、シリカ化合物並びにこれらの混合物及び組み合わせから選択される粘
度調整剤と、歯再石灰化剤と、水と、を含む生体適合性美容用水性液体を適用することを
含み、水性液体が、歯ホワイトニング剤及びフッ化物を実質的に含まず、水性液体の屈折
率が、１．３を超える、方法。
　実施形態ＸＸ．水性液体の屈折率が、１．３３を超える、実施形態ＷＷに記載の方法。
　実施形態ＹＹ．水相溶性ポリマーが、ポリアクリル酸、ポリエチレングリコール、エチ
レンオキシド／プロピレンオキシドコポリマー、及びこれらの組み合わせから選択される
水溶性ポリマーであり、水溶性ポリマーが、約０．５重量部～約６０重量部で生体適合性
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水性液体中に存在する、実施形態ＷＷ及びＸＸに記載の方法。
　実施形態ＺＺ．シリカ化合物が、ヒュームドシリカを含む、実施形態ＷＷ～ＹＹのいず
れかに記載の方法。
　実施形態ＡＡＡ．水性液体が、約７．１～約７．３５のｐＨを有する、実施形態ＷＷ～
ＺＺのいずれかに記載の方法。
　実施形態ＢＢＢ．水性液体が、２０℃において、剪断速度１／秒での約０．００１Ｐａ
＊ｓ～剪断速度１／秒での約１０Ｐａ＊ｓの粘度を有する、実施形態ＷＷ～ＡＡＡのいず
れかに記載の方法。
　実施形態ＣＣＣ．水性液体が、約０．１重量部～約１０重量部の、キシリトールを含む
香味剤を更に含む、実施形態ＷＷ～ＢＢＢのいずれかに記載の方法。
　実施形態ＤＤＤ．カルシウム化合物が、リン酸カルシウムを含む、実施形態ＷＷ～ＣＣ
Ｃのいずれかに記載の方法。
　実施形態ＥＥＥ．ポリマーシェル及び水性液体が、約４００～７５０ｎｍの波長を有す
る入射光の少なくとも６０％を透過する、実施形態ＷＷ～ＤＤＤのいずれかに記載の方法
。
　実施形態ＦＦＦ．水性液体が、４００～７５０ｎｍの波長を有する可視光に対して実質
的に透明である、実施形態ＷＷ～ＥＥＥのいずれかに記載の方法。
　実施形態ＧＧＧ．水性液体が、組成物の総重量に基づいて、４重量％以下の式Ｉ：
　ＨＯＣＨ２－（ＣＨＯＨ）ｎ－ＣＨ２ＮＲ１Ｒ２　（Ｉ）
　［式中、Ｒ１及びＲ２は、独立して、水素原子、アルキル基、Ｃ（Ｏ）Ｒ３、及びＳＯ

２Ｒ４からなる群から選択され、Ｒ３及びＲ４は、独立して、アルキル基、アリール基、
及びアラルキル基からなる群から選択され、
　ｎは、約２～約５の整数である］の界面活性剤を含む、実施形態ＷＷ～ＦＦＦのいずれ
かに記載の方法。
　実施形態ＨＨＨ．生体適合性水性液体が、
　約０．１重量部～約６０重量部の、多糖類、水溶性ポリマー、水分散性ポリマー、ヒュ
ームドシリカ、並びにこれらの混合物及び組み合わせから選択される粘度調整剤と、
　約４０重量部～約９５重量部の、リン酸塩化合物を含む緩衝剤と、
　最大約１重量部の、カルシウム化合物を含む歯再石灰化剤と、
　約０．１重量部～約１０重量部の香味剤と、
　水と、を含む、実施形態ＷＷ～ＧＧＧのいずれかに記載の方法。
　実施形態ＩＩＩ．ポリマーシェルが、ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレンテレ
フタレートグリコール、ポリシクロヘキシレンジメチレンテレフタレートグリコール、並
びにこれらの混合物及び組み合わせから選択されるポリマー材料である、実施形態ＷＷ～
ＨＨＨのいずれかに記載の方法。
　実施形態ＪＪＪ．キットであって、
　１つ以上の歯を受け入れるための複数のキャビティを有するポリマーシェルを含む歯科
用装具と、
　生体適合性美容用水性液体であって、
　多糖類、水相溶性ポリマー、シリカ化合物、並びにこれらの混合物及び組み合わせから
選択される粘度調整剤と、
　歯再石灰化剤と、
　水と、を含む、生体適合性美容用水性液体と、を備えており、
　水性液体が、歯ホワイトニング剤及びフッ化物を実質的に含まず、水性液体の屈折率が
、１．３を超える、キット。
　実施形態ＫＫＫ．水性液体を歯科用装具に適用するためのアプリケータを更に備える、
実施形態ＪＪＪに記載のキット。
　実施形態ＬＬＬ．水性液体を歯科用装具に適用するための使用説明書を更に備える、実
施形態ＪＪＪ及びＫＫＫに記載のキット。
　実施形態ＭＭＭ．ポリマーシェルを保持するための再密閉可能なトレイを更に備える、
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実施形態ＪＪＪ～ＬＬＬのいずれかに記載のキット。
　実施形態ＮＮＮ．水性液体を歯科用装具に分注するための分注器を更に備える、実施形
態ＪＪＪ～ＭＭＭのいずれかに記載のキット。
　実施形態ＯＯＯ．分注器が自動化されている、実施形態ＮＮＮに記載のキット。
　実施形態ＰＰＰ．ポリマートレイを定期的に洗浄するための洗浄用組成物を更に備える
、実施形態ＪＪＪ～ＯＯＯのいずれかに記載のキット。
　実施形態ＱＱＱ．洗浄用組成物が、洗浄用及び消毒用液体を含む、実施形態ＰＰＰに記
載のキット。
　実施形態ＲＲＲ．洗浄用組成物が、水中で溶解可能な固形錠剤を含む、実施形態ＰＰＰ
及びＱＱＱに記載のキット。
　実施形態ＳＳＳ．水性液体の屈折率が、１．３３を超える、実施形態ＪＪＪ～ＲＲＲの
いずれかに記載のキット。
　実施形態ＴＴＴ．粘度調整剤が、ポリアクリル酸、ポリエチレングリコール、エチレン
オキシド／プロピレンオキシドコポリマー、及びこれらの組み合わせから選択される水溶
性ポリマーであり、水溶性ポリマーが、約０．５重量部～約６０重量部で生体適合性水性
液体中に存在する、実施形態ＪＪＪ～ＳＳＳのいずれかに記載のキット。
　実施形態ＵＵＵ．シリカ化合物が、ヒュームドシリカを含む、実施形態ＪＪＪ～ＴＴＴ
のいずれかに記載のキット。
　実施形態ＶＶＶ．水性液体が、約７．１～約７．３５のｐＨを有する、実施形態ＪＪＪ
～ＵＵＵのいずれかに記載のキット。
　実施形態ＷＷＷ．水性液体が、２０℃において、剪断速度１／秒での約０．００１Ｐａ
＊ｓ～剪断速度１／秒での約１０Ｐａ＊ｓの粘度を有する、実施形態ＪＪＪ～ＶＶＶのい
ずれかに記載のキット。
　実施形態ＸＸＸ．カルシウム化合物が、リン酸カルシウムを含む、実施形態ＪＪＪ～Ｗ
ＷＷのいずれかに記載のキット。
　実施形態ＹＹＹ．ポリマーシェル及び水性液体が、約４００～７５０ｎｍの波長を有す
る入射光の少なくとも６０％を透過する、実施形態ＪＪＪ～ＸＸＸのいずれかに記載のキ
ット。
　実施形態ＺＺＺ．水性液体が、４００～７５０ｎｍの波長を有する可視光に対して実質
的に透明である、実施形態ＪＪＪ～ＹＹＹのいずれかに記載のキット。
　実施形態ＡＡＡＡ．水性液体が、組成物の総重量に基づいて、４重量％以下の式Ｉ：
　ＨＯＣＨ２－（ＣＨＯＨ）ｎ－ＣＨ２ＮＲ１Ｒ２　（Ｉ）
　［式中、Ｒ１及びＲ２は、独立して、水素原子、アルキル基、Ｃ（Ｏ）Ｒ３、及びＳＯ

２Ｒ４からなる群から選択され、Ｒ３及びＲ４は、独立して、アルキル基、アリール基、
及びアラルキル基からなる群から選択され、
　ｎは、約２～約５の整数である］の界面活性剤を含む、実施形態ＪＪＪ～ＺＺＺのいず
れかに記載のキット。
　実施形態ＢＢＢＢ．水性液体が、
　約０．１重量部～約６０重量部の水溶性ポリマーと、
　約４０重量部～約９５重量部の、リン酸塩化合物を含む緩衝剤と、
　最大約１重量部の、カルシウム化合物を含む歯再石灰化剤と、
　約０．１重量部～約１０重量部の香味剤と、
　水と、を含む、実施形態ＪＪＪ～ＡＡＡＡのいずれかに記載のキット。
　実施形態ＣＣＣＣ．ポリマーシェルが、ポリウレタン、ポリエステル、ポリエチレンテ
レフタレート、ポリエチレンテレフタレートグリコール、ポリシクロヘキシレンジメチレ
ンテレフタレートグリコール、ポリ（メタ）アクリレート、並びにこれらの混合物及び組
み合わせから選択されるポリマー材料である、実施形態ＪＪＪ～ＢＢＢＢのいずれかに記
載のキット。
　実施形態ＤＤＤＤ．歯科用装具のポリマーシェル内の少なくとも１つのキャビティが、
歯を不正咬合位置から所望の位置に調整するように構成されている、実施形態ＪＪＪ～Ｃ
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ＣＣＣのいずれか１つに記載のキット。
【０１０７】
　本発明の様々な実施形態を説明した。これらの実施形態及び他の実施形態は、以下の特
許請求の範囲内にある。

【図１】

【図２】

【図３】
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